第10回　獅子吼ゴールデンカップ２０１７

競　技　規　定

1. 競技種目
(1) 獲得高度種目
1 内容
競技フライト中の高度変化を各選手が携帯する高度計で計測し、フライト中の最高獲得高度に得点係数を掛け合せた値を獲得高度得点とする。
2 最高獲得高度の求め方
競技フライト中に各選手が携帯する高度計で測定した最高海抜高度からテイクオフ地点の海抜高度を差し引いた値を最高獲得高度(m)とする。最高獲得高度はメートル単位としマイナス値はゼロとする。
3 獲得高度得点係数
　得点係数については競技開始のブリーフィングの際に競技役員より提示する。

(2) ランディング技術種目
1 内容
[bookmark: _GoBack]ランディングアプローチ～ランディングまでの操作の正確さについてランディング技術点を求め、得点係数を掛け合せた値をランディング技術得点とする。
2 ランディング技術点の求め方
1. 場周ランディングアプローチ項目
(1) 高度処理ポイント操作		5ポイント
1 高度処理位置
2 偏流補正操作
3 旋回方向
4 他機警戒
5 離脱高度
(2) ダウンウィンドレグ			2ポイント
1 飛行経路
2 チェックポイント
(3) ベースレグ				2ポイント
1 飛行経路
2 チェックポイント
(4) ファイナルレグ・ランディング	5ポイント
1 飛行経路
2 体の引き起こし
3 安定性
4 セーフティランディング
5 ランディングポイント
3 ランディング得点係数
　得点係数については競技開始前のブリーフィングの際に競技役員より提示する。
2. 高度計
高度計は各選手が準備する。

3. デジタル無線機
デジタル無線機は各選手が準備する。大会主催者側からの無線通報を常時受信可能な状態であること。

4. 競技時間
選手はゲートオープン時間からゲートクローズ時間の間に競技を開始する。なお、ゲートオープン時間前及びゲートクローズ時間以降の競技フライトのためのテイクオフはできない。

5. テイクオフ方法
フリーティクオフとする。

6. リフライト
(1) リフライトは何度してもよい。但し、その日の最終フライトが得点対象となる。
(2) リフライトの為に入山する選手は、予め大会本部にその旨を報告すること。
(3) リフライトする場合は、テイクオフ役員にその旨を報告すること。
7. 競技終了報告
(1) その日の競技参加受付を行った選手は、タスクフィニッシュタイムまでに自分が安全に着陸、あるいはフライトキャンセルしたことを大会本部に連絡すること。
8. 回収
(1) 回収は、基本的に自己回収とする。
以上

